




 

Ⅰ.研究目的 

 若年性関節リウマチ(JRA)は慢性疾患で,10 年間の follow up study によると

初めの 1～2年間に受けた治療の適否によって予後が左右される傾向にある。極

めて典型的な関節症状を示すものの診断は困難ではないが,小児では関節症状

が非典型的であったり,関節炎が発現するまでに他の症状が数ヵ月あるいは年

余に及ぶものがあって,早期診断は容易ではないものが多い。 

 初発年齢と主要症状の発現時期を調査し,如何なる症状が組合さった時点に

診断が可能であるか,また,それは発病後何ヵ月を経過しているかを検討し,臨

床的に早期診断に資すると共に,診断基準を検討することを目的とした。 


